
今
月
の
主
な
行
事 

 

日 月 火 水 木 金 土 

★金 物

 

  新年賀会 
新成人を 
祝う会 

 
センター 
仕事始め 

・3B 体操 

   
 

・ハーモニカ

出 初 式 
・銭太鼓 にこにこ給食 ・100 歳体操 フリーサロン ・３B 体操  

・婦人会役員会 ・大正琴・二胡     

★資源ごみ ★ｶﾞﾗｽ・陶器

とんど 

祭り 

 ・100 歳体操 ・100 歳体操 ほんわかカフェ ・３B 体操 ・３B 体操 

      

 ★可燃粗大

 

・銭太鼓 ・100 歳体操 ・100 歳体操 ・ハーモニカ ・３B 体操 
 

 ・大正琴・二胡   ・児童クラブ定例会 

 
・大正琴 ・100 歳体操 ・100 歳体操 
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式 

 ●
跡
市
地
域
新
年
賀
会
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新
成
人
を
祝
う
会 

 

1
月
未
定 

於 

跡
市
花
サ
カ
ス 

 

1
月
22
日
（
火
） 

 
 

 
  

 
 

於 

跡
市
花
サ
カ
ス 

1
月
17
日
（
木
） 

 
 

 
  

 

於 

跡
市
交
流
セ
ン
タ
ー 

1
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時
～ 

於 

旧
跡
市
小
学
校
校
庭 

1
月
10
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半 

於 

跡
市
花
サ
カ
ス 

1
月
8
日
（
火
）
午
前
11
時
～ 

於 

跡
市
交
流
セ
ン
タ
ー 

1
月
6
日
（
日
） 

1
月
2
日
（
水
）
午
後
1
時
～ 

 
 
  

 
 

 
 

於 

跡
市
交
流
セ
ン
タ
ー 

 

 528 人 11 月末（江津市役所調べ） 

  世帯.数 男 女 合 計 

跡 市 181 162 185 347 

千 田 80 77 78 155 

井 沢 10 6 9 15 

清 見 8 5 6 11 

合 計 279 250 278 528 

３０年１月    282 262 290 552 

 

 

  

 

  

◆

交
流
セ
ン
タ
ー
年
末
年
始 

 
 

月

日 

～ 

１
月
３
日 

セ
ン
タ
ー
を
休
館
し
ま
す
。 

お 

し 

ら 

せ 

祝 
 

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

小
川
智
也 

さ
ん 

川
村
桃
矢 

さ
ん 

野
村
涼
子 

さ
ん 

跡
市
小
学
校
卒
業
生 

 

平
成
三
十
一
年
度
に
成
人
を
迎

え
る
の
は
、
平
成
十
年
四
月
二
日
か

ら
平
成
十
一
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
で
す
。 

心
よ
り
お
祝
い
を 

申
し
上
げ
ま
す
。 

センターだより 
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◆
お
く
や
み 

 

大
野
谷 岩

田 

正
夫 

さ
ん 

 
 

十
一
月
二
十
八
日 

行
年
九
十
七
歳 

 

舞 

立 湯
浅
美
重
子
さ
ん 

十
二
月
三
日 

行
年
九
十
一
歳 

 
 
 

心
よ
り
お
悔
や
み 

申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

◆
香
典
返
し 

 

大
久
保 野

田 

英
夫 

さ
ん 

 

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
へ 

過
分
な
る
ご
芳
志
を
賜
り

ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

H31年  

「フリーサロン」 

※変更になることが 

あります 

1月 の カ レ ン ダ ― 
 

年
頭
の
ご
挨
拶 

 

平
成
三
十
一
年
の
新
春
を
迎
え
謹
ん
で
皆
様

方
の
ご
健
勝
を
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
跡
市
祭
り
、
敬
老
会
、
体
育
大
会
、
文

化
祭
等
多
く
の
事
業
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
こ

と
を
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
昨
年

十
一
月
二
十
四
日
に
開
催
し
ま
し
た
「
ご
縁
の
学

校
」
に
は
、
延
べ
二
百
三
十
二
名
の
跡
市
地
区
民

の
皆
様
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
支
え
ら
れ
、
県

内
外
、
市
内
よ
り
九
十
六
名
の
参
加
者
を
お
迎
え

し
、
成
功
裏
に
終
了
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
重

ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
年
の
干
支
は
、「
亥
年
」
で
す
。「
亥
年
は
無

病
息
災
の
年
」
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
皆
様
方
が

こ
の
一
年
健
康
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
願
し
て
お

り
ま
す
。 

今
年
は
、
協
議
会
が
発
足
し
て
か
ら
八
年
目
と

な
り
ま
す
。
現
在
跡
市
地
域
に
お
い
て
は
、
旧
跡

市
小
学
校
跡
地
利
用
問
題
、
農
地
の
保
全
の
在
り

方
、
連
合
自
治
会
の
再
編
、
助
け
合
い
制
度
の
確

立
等
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
地

域
の
皆
様
方
と
一
緒
に
協
議
・
解
決
し
て
い
き
、

少
し
で
も
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
行

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
よ

り
一
層
の
お
力
添
え
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

終
わ
り
に
、
皆
様
方
の
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 

 

跡
市
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

会
長 

野
田 

英
夫 

跡 

会 

於：花サカス 

 
 
 
 

 
 

跡
市
地
区
の
人
口
を
約
一
年
前
の
一
月
初
め
と

比
べ
て
み
ま
し
た
。
人
口
は
２４
人
も
減
っ
て
い
ま

す
。
転
出
も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
方
が
亡
く
な

ら
れ
ま
し
た
。
高
齢
化
に
歯
止
め
の
き
か
な
く
な

っ
た
現
状
を
回
復
さ
せ
る
の
は
、
容
易
な
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
回
の
「
ご
縁
の
学
校
」
で

跡
市
住
民
が
団
結
し
、
心
温
ま
る
お
も
て
な
し
で

跡
市
の
良
さ
を
他
地
区
の
方
々
に
提
供
出
来
た
こ

と
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
っ
た 

と
思
い
ま
す
。
今
後
に
繋
が
る
こ
と 

を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
ね
。 

跡市地区の人口 

平
成
の
時
代
も
残
り
少
な
く
な

り
ま
し
た
。
時
間
の
流
れ
が
速
く
感

じ
る
の
は
年
齢
の
せ
い
で
し
ょ
う
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「 にこにこ給食 」社協跡市支会 

平成30年最後のにこにこ給

食はおでんです。みんなでお

鍋を囲めば会話も弾みます。 

わたぼうしの子たちの元気 

 

 

そば打ち教室 

12 月 9 日（日）  

跡市 A I T A B I 特 別 編 

「 ご 縁 の 学 校 」 

社 会 
パックンマックン先生 

 11 月 24 日（土） 

 

跡市消防分団 放水訓練 

 12 月 9 日（日）  

旧江津市立 

市役所総務課の森脇さんに、『災害への備え』と題して

「過去の災害を振り返り対策を考えよう」との講義をい

ただきました。また、健康医療対策課の田中さんに『日

ごろからの備え』と題して「自分の体の状態を知ること

で避難所生活で起こりやすい健康問題を考えよう」と 

ご指導をいただきました。今年は日本各地で大きな災害

がたくさん起きました。平成 30年の漢字が「災」であ

ったことが物語っています。私たちにとっても決して他

人事ではない災害です。有意義な勉強の時間でした。 

た。 

 

 

跡市小学校  12 月 4 日（火） 

「健康教室」出前講座 
    跡市健康つくり推進会 

出前講座の後、消防団の方々は放水訓練を

されました。有事の際、すばやく安全に消

火活動するために、恒日頃から訓練と確認

作業を重ねておられることに深く敬意を

表します。年末も歳末警戒で地域を巡回さ

れます。本当にありがとうございます。 

 12 月 9 日（日）  

ほんわかカフェ 

 12 月 20 日（木）  

音 楽 

林美智子先生 

石見神楽は初めての先生方！ 

みんなでクリスマスリースを作りま

した。僅かな時間でしたが、お茶を飲

むのも忘れるほど没頭して楽しい時

間を過ごしました。皆さん、とても素

敵なクリスマス飾りが出来ましたよ。

お孫さんやご家族に「見せたいね！」

と、とても嬉しそうでした。 

有福温泉神楽団 

4 人の先生方 

卒業式 代表 後山宏昌さん 

恒例のそば打ち教室です。子供た

ちは、寿会の皆さんの指導の下、

力いっぱいそば粉を練りました。 

お蔭で大変美味しいおそばが出

来上がりましたよ。 

 

 

 

な歌も聴きました。また「元気で年越しをして下さい」と支

会長さんのあいさつがあり、体も心も温まりました。 

「お元気で年越 

体も心も温まりました。 

 

 

半年前から準備を進めてきました、跡市AITABI 特別編 

「ご縁の学校」を無事に終えることが出来ました。地元の

皆さんには大変ご尽力いただきました。４人の著名な先生

方。生徒さんは県内外、遠くは東京からと合計 96 名の方

をお迎えしました。一日だけの特別授業でしたが、跡市小

学校は、久しぶりにたくさんの人が集まりとても活気づい

ていました。今回いただきましたこのご縁を喜ぶと同時 

に、今後の小学校利活用に繋がれば嬉しいですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

歴 史 
荻野健一先生 

野田英夫校長 
地元手作りお弁当 

嬉しい記念撮影 1組 嬉しい記念撮影 スタッフ 


